
 

 

 

 

 

 

告 報 

告 報 
市民企画講座 

女性たちによる無料相談会 

と き：９月 30日（日） 

ところ：男女平等推進センター 

告 報 男女平等 EXPO高岡 2018 
と き：11月 23日（金） 

ところ：Uホール 

 困難な状況にある人が、どこに相談したらよいかわからないことが多

い現状から、気軽に相談できる場を設けました。内容に応じて、ケアマ

ネージャーや社会福祉士、精神保健福祉士など専門の女性相談員が一人

一人に対応しました。 

 第２回の相談会は２月 17日（日）に開催します。悩んでいることが

ありましたら相談に来てください。秘密は守ります。 

災害が起きた！今こそ、考えよう～心構えとみんなにやさしい避難所を～ 
 
働く女性の活躍推進をキーワードに地域防災に関する講演とパネルディスカッション

を開催しました。 

◇講演「だれもが安心できる地域を」～“もしも”を“いつも”に～ 

 講師：佐竹 直子さん（NPO法人多世代交流館になニーナ代表理事） 

企画：多職種ネットワーク高岡 

告 報 

女性に対する暴力をなくす運動 

と き：10月 19日(金)・20日(土) 

ところ：男女平等推進センター ウイング・ウイング祭 

と き：11月 12日(月)～25日(日) 

情報ライブラリー 

おすすめの本 
「できない男」から「できる男」へ 

（伊藤 公雄著）/小学館 

 1996年６月 15日に「男女共同参画社会基本法」が施行されまし 

た。男性と女性が職場や学校、地域、家庭でそれぞれの個性と能力を発

揮できる「男女共同参画社会」の実現を目指すものです。 

 本書は男女共同参画社会を実現するために、男性たちが家庭や地域で

自分なりの場をきちんと持つための意識改革についてアドバイスをし

た一冊です。 

★女性に対する暴力をなくす運動とは・・・ 

暴力はその対象や性別などを問わず、決して許されるものではありません。特に女性に対する配偶者等から
の暴力、性犯罪、ストーカー行為、セクシャル・ハラスメント等は、女性の人権を著しく侵害するもので、男
女共同参画社会を形成していくうえで克服すべき重要な課題です。内閣府では、毎年１１月 25日の「女性に
対する暴力国際撤廃日」にあわせ、11 月 12 日～25 日までの 2 週間を「女性に対する暴力をなくす運動」
期間と定め、全国規模の暴力根絶に向けた様々な取り組みを行っています。 

センターの入口にはウイング・ウイング祭
の看板を設置しました。 

 
ワーク・ライフ・バランス認定事業所一覧
と共に男女平等 EXPO 高岡の過去の
DVDを放映しました。 

 高岡市男女平等推進プラン（第 2次）、高岡市DV対策基本計画（第 2次）、ワーク・ライフ・

バランス等の取り組みについて展示しました。 

●パネル展示 
内閣府・高岡市・男女平等推進センターの取り組み
やＤＶ相談窓口などについてわかりやすく展示。
（ウイング・ウイング高岡 1階市民ラウンジ／6階        
サロン、高岡市役所本庁舎 1階ロビー） 

●パープルリボン運動 
「暴力のない世界にしたい」という思いに賛同
してくださる方が、幹と枝だけの木にパープル
リボンを貼ってくださいました。 

●若い世代への啓発 
市内の全高校 1年生にリーフレット 
「デートＤＶを知っていますか？」を配布。 

●相談室のオレンジカード 
男女平等推進センター相談室を紹介するカードを
高岡市役所、福岡総合行政センター、各支所、地
域包括支援センター、医師会、病院等に設置。 

 国が定める「女性に対する暴力をなくす運動」期間中に、高岡市ではパネル展示やリーフ

レットの配布などを行いました。ウイング・ウイング高岡１階の市民ラウンジでは、たくさ

んの方に展示を見ていただき、パープルリボン運動にも参加していただきました。 

★男女平等 EXPO とは・・・ 

高岡市における男女平等・共同参画社会の実現に向け、各種団体や市民の代表で構成する実行委員会が主
体となり、市民と共に課題や解決策などについて考える場として毎年開催しています。 

地域防災としての災害時における母子避難について、

男女共同参画の視点で考えました。災害は至る所で起こ

り、大人だけでなく子どもたちにも「予測できないこと

に対応する力」を育むことが大切であること、そして、

普段からのコミュニケーションがいざというときに役に

立つことなど、これまでの自身の被災・支援活動の経験

を踏まえ、災害時での多くのヒントをくださいました。 

また、避難所では専門的な知識や技術を持った人が、 

優先順位を決めて運営することや必要なものを伝えられる発信力、ボランティア人材の

受け入れ調整能力等が必要であること、そしてまだ大きな災害が起きていない高岡でも

それらをイメージした誰もが安心できる地域づくりに努めて欲しいと述べられました。 

◇パネルディスカッション 

 コーディネータに佐竹さん、パネリストに山本

修一さん（ヤマヤ物産有限会社社長【避難所設備

会社】）、髙木法子さん（高岡市男女平等推進セン

ター登録活動団体ネットワーク Eネット代表）、

山森久史さん（高岡市総務課危機管理室室長）ら

を迎え、これまでのそれぞれの活動や防災に対し

ての想いを伺いました。 

参加者からは「実体験が聞けて良かった」や「パネリストぞれぞれの想いが伝わった」

「いろいろな人の視点が大切だということが分かった」などの意見がありました。 

山本修一さん 
山森久史さん 

髙木法子さん 


